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広 報
いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

熱中症特別警戒アラートが発表されたときに開設するクーリン
グシェルター。町では役場ロビーのほか、６つの施設をクーリ
ングシェルターに指定しています（詳細は18ページ）。どなたで
も無料で利用できますので、気軽に利用ください。

↑熱中症警戒アラートは
　コチラから確認



か
け
る
た
め
、
法
務
省
の
機
関
で
あ
る
保
護
観

察
所
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
保
護
司
」

の
力
を
借
り
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
社
会
復
帰
を
支
え
る
「
更
生
保
護
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

保
護
司
は
、
保
護
観
察
所
か
ら
の
依
頼
を
受

け
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
保
護
観
察
対
象
者

の
見
守
り
や
支
援
を
行
い
ま
す
。
月
に
数
回
、

対
象
者
と
面
談
を
行
い
生
活
状
況
を
把
握
し
た

り
、
悩
み
や
困
り
事
の
解
決
策
を
模
索
し
た
り

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
同
行
し

た
り
、
家
族
と
の
関
係
を
調
整
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
更
生
保
護
女
性
会
な

ど
関
係
団
体
と
連
携
し
、
犯
罪
予
防
活
動
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
司
の
定
員
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
て

全
国
で
５
２
５
０
０
人
が
上
限
で
す
が
、
令
和

７
年
１
月
１
日
現
在
で
は
４
６
０
４
３
人
で
す
。

ま
た
、
保
護
司
の
任
期
は
２
年
で
す
が
、
多
く

の
保
護
司
は
再
任
を
重
ね
て
長
年
活
動
を
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
76
歳
を
超
え
る

と
再
任
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
３
年
度

か
ら
、
少
な
く
と
も
78
歳
ま
で
は
活
動
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
特
例
再
任
制
度
の
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
近
年
は
保
護
司
が
減
少
傾

　

罪
を
犯
し
刑
務
所
や
少
年
院
に
入
っ
た
人
も

出
所
後
は
社
会
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
い
ざ
社
会
に
戻
っ
て
も
、
仕
事
や
住

居
が
な
く
、
身
近
に
頼
れ
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、

「
真
面
目
に
頑
張
ろ
う
」と
い
う
意
欲
が
失
せ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
再
び
犯
罪
に
手
を

染
め
、
新
た
な
被
害
者
を
生
む
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
悪
循
環
に
少
し
で
も
歯
止
め
を

罪
を
犯
し
た
人
が
過
ち
を

　
　

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

更
生
へ
の
道
を

　
　

と
も
に
歩
む
「
保
護
司
」　

保護司の活動に興味がある皆さんへ 【田川保護区保護司会更生保護サポートセンター】

　サポートセンターは、保護司が地域で更生保護活
動を行うための拠点となる施設です。新任保護司へ
の研修や助言なども行っています。
▶所在地　田川市中央町４番22号
▶電話　42-0509
▶開所日時　月曜日～金曜日　各日10時～16時
※祝日、お盆、年末年始を除く

　保護司になるには保護観察所での手続き後に法務大臣から
の委嘱を受けなければなりません。詳しくは田川保護区保護
司会更生保護サポートセンターまで問い合わせください。

保護司になるための４つの基準

▷人格や行動に社会的信望があること　▷職務遂行に必要な
熱意と十分な時間的余裕があること　▷安定した生活基盤を
持っていること　▷健康で活動力があること

犯罪・非行

反省・償い

社会復帰

居場所や
仕事がない

犯罪や非行をした人たちが立ち直
るには本人の努力はもちろんです
が、社会に居場所がないために犯
罪を重ねてしまうことがないよう
に、地域で見守ることが大切です。

犯罪を繰り返す「負のサイクル」
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
定
年
退
職
し
た
人
が

保
護
司
の
中
核
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、
定
年

年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
で
、
人
材
確
保
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
人
員
不
足
や
高
齢
化

と
い
っ
た
状
況
が
続
く
中
、
新
た
な
担
い
手
の

確
保
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
司
が
保
護
観
察
対
象
者
を
担
当
で
き
る

期
間
は
、
法
律
で
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
担
当
期
間
が
終
了
し
た
後
、
対
象
者
が

再
び
罪
を
犯
さ
ず
、
安
定
し
た
生
活
を
続
け
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
温

か
い
見
守
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
に
対
し
て
「
怖
い
」

と
感
じ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

彼
ら
が
そ
の
よ
う
な
行
動
に
至
っ
た
背
景
を
知

る
こ
と
で
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
無
関
係
で
は

な
い
問
題
で
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

罪
を
悔
い
改
め
立
ち
直
り
を
願
い
努
力
す
る

人
を
支
援
す
る
こ
と
、
罪
を
犯
し
た
人
が
再
出

発
で
き
る
よ
う
地
域
で
支
え
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
彼
ら
が
地
域
の
一

員
と
し
て
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば

地
域
全
体
の
安
全
・
安
心
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
更
生
保
護
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

保
護
司
の
減
少
と
高
齢
化

　
　

求
め
ら
れ
る
次
世
代
の
担
い
手

罪を犯した人や非行のある少年が再び過ちを犯さないように、地域の中で見守り
支援し、自立と更生を助ける「更生保護」という制度があります。その中でも「保
護司」は中心的な役割を担っていますが、現在は高齢化や人手不足といった課題
を抱えています。今回は、地域社会の中で「保護司」や「更生保護」の活動がな
ぜ必要で、どれほど重要なのかを考えます。

（各年１月１日時点）
Ｈ29　　Ｈ31　　Ｒ３　　Ｒ５　　Ｒ７
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全国の保護司数の推移
（法務省資料より）

向
で
、
直
近
の
10
年
間
で
は
１
８
９
６
人
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
も
顕
著
で
平
均
年
齢
は
65.4
歳
と
な
っ

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

　
　

社
会
を
つ
く
る
た
め

「
保
護
司
」

心
に
寄
り
添
い  

人
と
社
会
を
つ
な
ぎ

再
出
発
を
支
え
る
伴
走
者
た
ち

で
は

お
願

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

46,043

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　

強
調
月
間
で
す

46,956

46,358

47,245

47,909

広報そえだ（令和 7年 7月号）　２３　広報そえだ（令和 7年 7月号）

問 役場総務課総務係（☎82-1231）

ＰＨＯＴＯ：添田中学校校門で添田町保護司会、添田町更生保護女性会と合同で行った
　　　　　　令和５年社会を明るくする運動での啓発活動

―保護司になったきっかけは？
先輩保護司から「力を貸してほしい」
と声を掛けられたことがきっかけで
す。もう25年程前になります。
―保護司のやりがいや活動の上で大切
にしていることは？
保護観察対象者と初めて接するとき、
先入観を持たないことを意識していま
す。対象者はそれぞれ犯罪の奥に見え
るものが違い、抱えている問題も違う
ので、そこから救い出す、更生させる
のは難しいです。ただ信じて、寄り添っ
て、心を開いてくれるのを待っていま
す。だから、面談を重ねる中で最初に
感じた壁がとれたと感じたとき、笑顔
を見せてくれたとき、心を開いてくれ
たとき、立ち直ろうとする姿を直接見
れたときは保護司をしていてよかった
と感じます。
―保護司として今後の活動は？
ここ数年、添田町での保護観察対象者
　　　　　　は減少傾向で、保護司活
　　　　　　　動に対する負担も減っ
　　　　　　　てきています。添田町
　　　　　　　　保護司会ではその分
　　　　　　　今月の「社会を明るく
　　　　　　　する運動」強調月間な
　　　　　　　　　　どでの啓発活動
　　　　　　　　　　　に力を入れて
　　　　　　　　　　　　いきます。

添田町保護司会 水上普
ひろし

会長に
「保護司」について聞きました



５　広報そえだ（令和 7年 7月号） 広報そえだ（令和 7年 7月号）　４

児童福祉法に基づき、保護者が就労等により昼
間家庭にいない小学生を対象として、放課後や夏
休みなどに遊びや生活の場を提供し、利用児童の
健全育成を図ることを目的に設置・運営を行う放
課後児童クラブ（学童保育所）。添田町では令和７
年４月の添田小学校開校後、添田学童保育所と中
元寺学童保育所の２か所で運営を行っていますが、
小学校の統合に伴い学童保育所も統合を行い、新
たな「そえだ学童保育所」として令和８年４月１

問 役場健康子育て応援課子ども育成・支援係（☎82-5964）

●令和８年４月、町内の放課後児童クラブを統合

新しい「そえだ学童保育所」誕生へ

玄関

談話コーナー

学童室 学童室 学童室

静かな学童室

日からのスタートを目指し、添田公園駐車場の一
部に学童保育所を建設します。現在、保護者の代
表や学童保育所職員による「そえだ学童保育所」
準備委員会の中で、運営内容やルールづくりにつ
いて協議・検討を行っています。
　工事期間中は近隣にお住まいの皆さんや添田公
園駐車場利用者の皆さんに工事車両の通行などで
ご迷惑をおかけします。ご理解とご協力をお願い
します。

デッキ

学童専用グラウンド

スタッフ
ルーム

倉庫

休養室
トイレ

洗面

令和７年６月下旬より「そえだ学童保育所」の
本格的な新築工事が始まりました。工事車両は
添田公園駐車場内を通行しますが、添田小・中
学校に通う児童・生徒の登下校時間には車両通
行を行わないなどの配慮をし、安全第一に工事
を行います。また、駐車場の一部を工事関係者
が使用するため駐車禁止となります。添田公園
を利用する皆さんにはご不便をおかけします
が、ご理解をお願いします。

↑保護者による児童の送迎は、添田公園駐車場を利
　用する予定です

↑「そえだ学童保育所」鳥瞰イメージ。添田公園駐車場内に建築しますが、
　児童が駐車場へ自由に行き来できない造りとなります

工事概要
▶工事名　添田町放課後児童クラブ施設新設建築工事
▶工期　令和７年６月２日～令和８年２月24日　
▶建設場所 添田公園駐車場敷地内　

施設概要
▶構造　木造平屋建　
▶敷地面積　2,067. 49 ㎡　
▶建築面積　669. 49 ㎡　
▶延床面積　597.39 ㎡　
▶設備　学童室４部屋、休養室、多目的
　トイレ、専用グラウンド　など そえだ学童保育所平面図

施設の特徴
　添田公園に隣接した学童室は、１支援単位35人定員
で４部屋設置します。少し広めの学童室「静かな学童
室」と、ほかの3部屋についてはデッキに直接出るこ
とができる仕様で、気候の良い季節にはデッキでの活
動も行うことができるよう工夫した造りとなっていま
す。添田公園近くの自然豊かな立地を活かした取り組
みやボランティア活動など、利用する児童の情操教育
も期待できる施設とします。

↑学童室には大きめのロッカーが定員分用意される予定です

↑広めに設計されたデッキは天候に関係なく活動できます↑広く設計された「静かな学童室」



３　広報そえだ（令和６年７月号）

　７月になると気温や湿度が高くなる夏が本格的に始まります。熱中症は、高温多湿な環境下で、発汗によ
る体温調節がうまく働かなくなることで体内に熱がこもり発症します。室内で何もしていないときに発症す
る場合もある熱中症は、気温がそれほど高くない日でも湿度が高く風が弱い日や、体が暑さに慣れていない
ときは注意が必要です。人の体は暑い環境で運動や作業を始め
てから３～４日経たないと体温調整がうまくできません。この
ため急に暑くなる７月から熱中症の症状を訴える人が急増しま
す。熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に気を
つけながら周囲にも気を配り、熱中症による健康被害を防ぎ、
暑い夏を楽しみましょう。

のどが渇いたと感じたときには、すでに体の中の水分が不足し始めていることが多く、汗で知
らないうちにたくさん水分が失われています。時間を決めて、一度にたくさんではなく、こま
めに少しずつ、定期的に水分をとりましょう。「のどが渇いていなくても水を飲む」ことは熱中
症予防の基本です。毎日の心がけが、自分の体を守ります。

暑さや蒸し暑さがひどい日は、無理をせずに、エアコンや扇風機を使って室内を快適な温度に
保ちましょう。高温多湿の環境では、体の熱が外に逃げにくくなり、体温が上がってしまうこ
とで熱中症にかかります。「節電のために」とエアコンの使用を我慢してしまうと、かえって体
に大きな負担がかかり、命に関わることもあります。我慢よりも、体の安全を優先しましょう。

普段から元気な体を作っておくことで、暑さへの耐性が高まります。ビタミンやミネラルが豊
富な野菜や果物を多く取るなど、バランスの良い食事を心がけましょう。また、睡眠不足が続
くと体の免疫力が下がり、暑さに弱くなります。大人は７～８時間、子どもは８～10時間を目
安に睡眠をとりましょう。暑さに強い体を作ることで、熱中症のリスクを減らせます。

▶高齢者　人の体に含まれる水分量は、加齢とともに少なくなる
　ため、熱中症の発症率が高くなっています
▶子ども 体温調節能力が未熟なため熱中症のリスクが高く、特
　に乳幼児は注意が必要です
▶肥満傾向　軽い運動でも熱が発生しやすく、また脂肪が熱の放
　散を妨げるため、重症化のリスクが高まります

熱中症の主な症状は熱中症に対して特に注意が必要な人は

熱中症を予防するために

のどが渇いていなくても、こまめに水分補給をする

気温や湿度の高い日には、我慢せず、適度にエアコンなどを使用する

日頃から規則正しい食事と睡眠で体調を整える

７月 ・ ８月に急増！

▶資格確認書に限度額の適用区分を併記します

▶資格確認書の自己負担割合を確認ください

▶マイナ保険証を利用ください

　８月から令和８年７月までの1年間に医療機関で受
診する際の医療費の自己負担割合は、令和６年中の所
得をもとに判定を行います。自己負担割合は１割、２割、
３割のいずれかです。同じ世帯の被保険者いずれかの
人の住民税課税所得が145万円以上あるとき、自己負
担割合は３割となります。ただし、住民税課税所得が
145万円以上でも次の1または2に該当し、役場住
民課保険年金係に申請を行うと、自己負担割合は１割、
または２割となります。
1同じ世帯の被保険者が２人以上の場合
　被保険者全員の収入の合計が520万円未満
2同じ世帯の被保険者が本人のみで次の①または②に
該当する場合
　①本人の収入が383万円未満
　②本人と同じ世帯の70歳から74歳までの人の収入の
　　合計が520万円未満　

　入院時などに医療機関に提示する限度額適用認定証、
限度額適用・標準負担額減額認定証も、被保険者証と
同じように発行はなくなりましたが、限度額の適用区
分は資格確認書に併記します。
　昨年度中に限度額適用認定証などの交付を受けた人、
すでに限度額の適用区分が併記された資格確認書をお
持ちの人は新しい資格確認書に限度額の適用区分が併
記されています。新規で資格確認書に限度額の適用区
分の併記を希望する人は役場住民課保険年金係で申請
ください。

マイナ保険証にはさまざまなメリットがあります。
マイナ保険証をお持ちの人は、ぜひご利用ください。
◎マイナ保険証のメリット
　▷薬や受診の履歴に基づいた、より良い医療が受け
　られます　▷手続きなしで高額療養費の限度額を超
　える支払いが免除されます　▷救急現場で、搬送中
　適切な応急措置や病院の選定などに活用
　されます
問 マイナンバー総合フリーダイヤル
　 （☎0120-95-0178）

問 福岡県後期高齢者医療広域連合（☎092-651-3111）
　 役場住民課保険年金係（☎82-5966）

問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係（☎31-5001）

７　広報そえだ（令和 7年 7月号） 広報そえだ（令和 7年 7月号）　６

　国民健康保険の被保険者証と資格確認書の有効期
限も７月31日です。また、被保険者証の新規発行も
なくなりました。加入者の皆さんには、７月下旬ま
でに、８月１日から使用できる「資格確認書」また
は「資格情報のお知らせ」をマイナ保険証の有無に
応じて郵送します。新しい資格確認書と資格情報の
お知らせの有効期限は、令和８年７月31日です。７
月31日までに届かない場合は、役場住民課保険年金
係まで問い合わせください。
▶マイナ保険証を持っている人
　→「資格情報のお知らせ」を
　　郵送します
▶マイナ保険証を持っていない人
　→「資格確認書」を郵送します

▶軽度　めまい、立ちくらみ、筋肉のこむら
　返り、多汗、顔色が悪いなど
▶中度　頭痛、吐き気、だるさ、嘔吐など
▶重度　呼びかけへの返事がおかしい、意識
　がない、けいれん、まっすぐ歩けない、体
　温が異常に高いなど

国民健康保険に加入の皆さんは

急現場 、搬送中
に活用

人

熱中症に注意して

　　暑い夏を楽しもう！

　現在皆さんが使用している被保険者証（青色）
と「資格確認書」（青色）の有効期限は、７月31
日までです。
　昨年の12月から被保険者証の発行はなくなり、
病院受診には基本的にマイナ保険証を利用する仕
組みに変わりました。福岡県後期高齢者医療広域連
合では、８月１日から使用できる「資格確認書」（紫色）
を、後期高齢者医療制度に加入する人に、マイナ保険
証の有無に関わらず７月下旬までに郵送します。有効期
限は、令和８年７月31日までの 1年間です。マイナ保険証
で受診受付が難しいときは、今回お送りする新しい資格確認
書で、８月１日以降もこれまで通りの医療を受けることができ
ます。７月31日までに新しい資格確認書が届かない場合は、役場住民課
保険年金係まで問い合わせください。

後期高齢者医療に加入の皆さん

新しい

　資格確認書の

　　確認を



65歳以上の皆さんへ

介護保険料額決定通知書を
送付します

町 民税や世帯の状況などで決定
した今年度の介護保険料額決

定通知書を７月下旬に送付します。
所得段階別の介護保険料は福岡県介護保険広域連
合のホームページなどで確認ください。
▶介護保険料の納め方
　▷年金からの天引き（特別徴収）
　▷口座振替
　▷納付書払い
　　納付書に印刷されているバーコードをスマー
　　トフォンやタブレットで読み取るとPayPay・ 
　　ｄ払い・auPayのほか、クレジットカードで
　　も納付することができます
▶やむを得ない理由で納付できないときは
　災害や失業など、やむを得ない理由で保険料を
納めることが困難なときは、申請により保険料の
減免や納付猶予が受けられることがあります
▶負担限度額認定証の有効期限は７月31日です
　介護保険施設を利用するときの食費と居住費の
負担を軽減する負担限度額認定証の有効期限は、
７月31日㈭です。引き続き施設利用が必要な場合
は、申請手続きをしてください
　◉対象者　生活保護受給者、世帯全員が住民税
　非課税の人で預貯金などの合計額が基準額以下
　の人
※８月利用分から基準額が変更になります。
　◉必要なもの　申請書、同意書、お持ちのすべ
　ての通帳などの写し
※配偶者がいる場合は配偶者の同意書とお持ちの
すべての通帳などの写しも必要です。
　◉提出先　役場福祉環境課高齢者支援係
▶詐欺に注意しましょう
　電話で役場職員などを名乗りＡＴＭ
で還付金の手続きを案内してお金をだ
ましとる詐欺事件が発生しています。
還付金がある場合は書面で通知してい
ます。また、還付金を含め保険料に関
して電話などで直接ＡＴＭの操作をお願いするこ
とは絶対にありませんので、ご注意ください
問 役場福祉環境課高齢者支援係（☎82-1232）
　 福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部
　 （☎49-1093）

クアハウスで体も心も健康に

「プールでゆっくりゆったり
健康教室」を開催します

生 活習慣病の予防・改善に欠かせない運動。
クアハウスでは、足腰に不安のある人でも

水の特性を利用して無理なく運動ができる、プー
ルでの体操教室を開催します。肩こりやむくみ、
不眠などにも効果があります。ゆっくりと会話を
楽しみながらプールを歩き、体も心も健康に保ち
ませんか。皆さんの申し込みをお待ちしています。
▶開催日
　７月16日㈬、７月18日㈮、７月23日㈬、
７月25日㈮、７月30日㈬、８月１日㈮、
　８月６日㈬、８月８日㈮
※１日のみの参加も可能です。
▶開催時間
13時30分～14時30分

▶教室の内容
　▷足の指じゃんけん・つま先立ち・足上げ・振
　り子などの基本体操　▷ふくらはぎ・腰・背中
　などのストレッチ　▷水中歩行　など
▶必要なもの
　水着、スイミングキャップ、入場料（一般260円、
70歳以上・障害者手帳をお持ちの人は160円）

※スイミングキャップのレンタルは1回50円です。
▶参加費
　無料
▶申込方法
　申込書に必要事項を記入し、クアハウスの窓口
　に提出
※申込書はクアハウスのほか、役場福祉環境課に
も備えています。
▶交通手段のない人にも対応します
　町内在住の希望者に、送迎サービスを行います。
　申込書を提出するときに、申し出ください
問 クアハウスハピネス（☎82-5061）
　 役場福祉環境課高齢者支援係（☎82-1232）

９　広報そえだ（令和７年７月号） 広報そえだ（令和７年７月号）　８

未来のために、みんなで投票！

第27回参議院議員通常選挙のお知らせ

▶投票日 ７月20日㈰７時～18時
▶投票できる人　平成19年７月21日までに生まれ
　た満18歳以上の人
▶期日前投票

　▷期間 ７月４日㈮～19日㈯
　　　　　 ８時30分～20時
▷場所　役場１階特１会議室
※期日前投票をする人は、事前に入場券の裏面に
住所や氏名などを記入し持参ください。

がけ地近接等危険住宅移転事業補助金

令和８年度分の
要望を受け付けます

土 砂災害から生命や財産を守るため、がけ地
崩壊などのおそれがある地域に住んでいる

人を対象に、危険区域内にある既存の住宅除去な
どの費用の一部を補助する制度があります。現在、
令和８年度分の要望を受け
付けていますので、希望す
る場合は、10月24日㈮まで
に申し出ください。
【補助金の詳細】
▷危険住宅除却事業　危険住宅の撤去費、動産移
　転費などの費用に対し、１戸あたり上限97万５
　千円を補助します
▷代替住宅建設等事業　危険住宅に代わる住宅の
　建設（購入、必要な土地の取得を含む）や改修
　をするための資金を金融機関などから借入れた
　場合、借入金の利子相当額（借入れ利率年8.5％
　を限度とし、１戸あたりの上限は建物325万円、
　土地96万円）を補助します
※補助対象となる家屋には、土砂災害特別警戒区
域内の建物など複数の要件があります。詳しくは
問い合わせください。
問 役場防災管財課防災安全係（☎82-4002）

令和7年度分の免除申請を受け付けています

経 済的な理由などで国民年金保険
料を納めることが困難な場合は、

申請により保険料の納付が免除または
猶予される制度があります。免除や猶予を受けず
に保険料未納の状態が続くと、将来老齢基礎年金
を受け取れない場合や万一のときに障害基礎年金・
遺族基礎年金が受け取れない場合があります。
▶令和７年度分（令和７年７月～令和８年６月分）
の免除申請は７月１日からです
　承認まで１か月程度かかりますので、申請が必
要な人は早めの申請をお願いします
▶手続きに必要なもの
　▷年金手帳など基礎年金番号がわかるもの　▷
　退職（失業）を理由とするときは「雇用保険被
　保険者離職票」などの写し　▷学生納付特例制
　度を申請する場合は在学証明書または学生証
▶電子申請が便利です
　マイナポータルを利用して、24時間いつでもど
こからでも免除や猶予の申請ができま
す。電子申請の詳細は日本年金機構の
ホームページで確認ください。
問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）

▶不在者投票
　不在者投票施設として指定され
ている病院や老人ホームなどの施
設に入院・入所している人は、その病院や施設で投
票ができます。また、選挙期間中に仕事や旅行など
で名簿登録地以外の市区町村に滞在している人は、
滞在先市区町村の選挙管理委員会で投票が
できます
※詳しくは町ホームページで確認ください。
問 添田町選挙管理委員会（☎82-1231）

制度があります。現在、

住宅の撤去費 動産移
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任期満了に伴う参議院議員通常選挙の日程が決まりましたのでお知らせします。



　株式会社きのこの森坪取締役会長の森坪清則
さん（庄西）に黄綬褒章が授与されました。昭
和61年、妻のみや子さんと日田市のシイタケ菌
床の代理店に偶然立ち寄ったことからシイタケ
栽培を始めた森坪さん。「寝る間を惜しんでシイ
タケのことを勉強しました」と語る森坪さんは
研究に研究を重ね、効率的なシイタケの栽培方
法、「移動台車栽培方式」や「上面栽培方法」を
開発し、これらの技術を菌床メーカーに提供、
菌床シイタケ栽培における先駆者として全国に
認知されます。そして、九州の生産者と共販組
織「サンマッシュ九州」を設立し、シイタケ農
家の販売力強化を図りました。また、これを全
国組織「サンマッシュ和」に拡大、平成16年か
ら令和４年まで会長を務め、生産技術や品質管
理の指導を無償で行うなど、業界全体の発展に
尽力されました。「菌床しいたけは原木よりも味
がソフトなので、しいたけが苦手な子も食べれ
らることが多いです。焼きしいたけ、天ぷら、
アヒージョなど色々な料理に使えますが私は素
揚げが一番好きです」と笑顔の森坪さんは受章
に際し「一番大切にしていることは後継者の育
成、人づくりです。いままで培った技術を惜し
みなく伝え後継者を育成していくことで、恩返
しができればと思っています。そして今まで支
えてくれた妻や家族、関係者に感謝します」と
喜びを語ってくれました。

↑「年間200日以上、講演などで全国を飛び回っていましたが、留守を守っ
てくれた妻や家族に感謝します」と話す森坪さん㊥と妻のみや子さん㊧

黄綬褒章　森坪 清則さん
（きのこの森坪会長）

◉春の褒章 

　元福岡県警東警察署刑事二課長の花菱賢二さ
ん（新城）に瑞宝双光章が授与されました。花
菱さんは昭和48年４月に警察官を拝命後、飯塚
警察署に配属、以後は福岡県警本部などで勤務
されました。「県警では主に捜査四課の刑事とし
て暴力団に関する捜査などを担当しました。山
口組と道仁会の激しい抗争『山道抗争』の捜査
などにも加わりました。とても厳しい現場でし
た。退職前は東警察署刑事二課長として、暴力
団や選挙・汚職事件などの知能犯捜査を指揮し
ていました」と刑事時代の思い出を話してくれ
た花菱さん。平成23年３月末で県警を退職する
とその後は県警時代の経験を活かし福岡市博多
区にあるホテル日航福岡の保安支配人として勤
務し、ホテル内の治安維持に尽力します。「警官
の時とは違う、一般の立場での保安業務は勉強
になりました」と平成28年３月まで勤められま
した。その後添田町に拠点を移した花菱さんは、
平成29年４月から令和６年３月までの７年間、
新城行政区の区長を務められました。「令和２年
にコロナで地域活動が制限されるようになり大
変でした。特に新城行政区は大雨が降ったら新
城川がいつも氾濫します。新城川が溢れると併
設する道路との境が分からなくなり大変危険で
す。浸水する家屋もあるので、早めの避難を呼
びかけました」と行政区長時代を振り返ってく
れました。

↑「今回の受章は警察官時代から今まで色々なことで支えてくれ
た家族や同僚、友人たちのおかげです」と話す花菱さん㊧

瑞宝双光章　花菱 賢二さん
（元県警視）

◉危険業務従事者叙勲 

　元西田川高校校長の荒木和謙さん（添田東）に
瑞宝小綬章が授与されました。日本体育大学卒
業後、昭和55年に教職に就いた荒木さんは最初
に直方養護学校（現：直方特別支援学校）に赴
任し、その後山田高校に異動します。「山田高校
では陸上部の顧問を務め、休日も大会の審判に
行ったりと大忙しでした」と当時を振り返りま
す。そこから、英彦山青年の家や福岡県教育庁
保健体育課、筑豊教育事務所で勤務し、京都高
校（定時制）・東鷹高校・稲築志耕館の教頭、嘉
穂高校副校長、福岡県体育研究所所長を経て築
上西高校校長、西田川高校校長を務められまし
た。「教頭就任後よく、教頭は仕事量が多くて大
変だと皆さんに言ってもらえました。確かに学
校全体を見て、校長が行いたい学校運営が行え
るように努力しました。しかし、校長になって
みると教頭の時とは違い学校に対し自分が責任
をとる、後ろに誰もいない大変さを痛感しまし
た。生徒・保護者に対し正直に対応することを
大切にして学校運営を行いました」と当時を振
り返ってくれました。退職後は近畿大学産業理
工学部で入試の専門職・アドミッションオフィ
サーとして高校生と大学生を繋ぐ役割を担いま
した。「大学退職後、孫と岩石山に登ることが楽
しみでした。最近は腰を悪くして登山できてい
ませんが、その分、家でゆっくりしています」
と笑顔で話してくれました。

↑「家族や今まで関わっていただいた教育関係の皆さんのおかげ
です」と受章に際し感謝を述べた荒木さん㊧

瑞宝小綬章　荒木 和
かずのり

謙さん
（元公立高等学校長）

◉春の叙勲 
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た
、
農
業
・
商
業
・
工
業
な
ど
の
業
務
に
精
励
し
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
優
れ

た
技
術
や
事
績
を
有
す
る
人
に
贈
ら
れ
る
黄
綬
褒
章
が
株
式
会
社
き
の
こ
の
森
坪
会
長
の
森
坪
清
則
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
月
は
４
人
の
う
ち
、
荒
木
さ
ん
、
花
菱
さ
ん
、
森
坪
さ
ん
の
受
章
に
対
す
る
喜
び
の
言
葉
を
お
伝
え
し
ま
す
。
林
さ
ん
の
喜
び
の
言
葉
は
、

広
報
そ
え
だ
８
月
号
で
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

まちの話題【お祝い特別編】
My Town Topics Celebration Special Edition
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問
役
場
総
務
課
（
☎
82-

１
２
３
１
）
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問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82‐4000）
身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

↑歯科衛生士に歯磨きのコツを習う園児

↓子どもを持つ父の視点から歯の話をする山下先生の言葉に、参加者は聞き入っていました
歯並びや虫歯を楽しく学ぶ

　６月４日からの「歯と口の健康週間」にあ
わせ５月13日、町地域子育て支援センターで
いまはやしデンタルオフィス（田川市）の山下
総太郎医師を講師に「歯育て教室」が開かれま
した。教室では２歳の子をもつ山下先生から
口をポカンと開けていることや猫背が歯並び
に悪影響を及ぼすこと、お菓子のちょこちょ
こ食べは虫歯になりやすいことなどの説明が
あり、保護者からはフッ素塗布や歯磨きの頻
度などの質問がありました。また、６月４日
には同医院の歯科衛生士による歯磨き教室が
くるみ保育園で開かれ、園児26人が参加。磨
き残しのない歯磨きのコツを習いました。

　（有）九州バーク運輸がインドネシアのムハ
ンマディヤマラン大学から林業に携わる学生
を（株）ＮＯＳＵＴＡ（福岡市）の仲介で受
け入れることが決まり、町を含めた４者によ
る「添田町林業インターンシップ・プログラム
覚書」調印式が６月10日、役場で行われました。
東南アジアで最大の森林面積を有するインド
ネシアでは、林業は国の重要な産業です。覚
書はその国の学生を森林面積が８割を超える
町で受け入れ、九州バーク運輸で研修を行い、
林業の知識や日常生活・業務に必要な日本語
などの習得が求められる特定技能１号の取得
を目指すことを目的に締結されました。

インドネシアから研修生を受け入れ

ヤマメが生息する彦山川へ↓「大きくなってね」と声をかけながら、そっと優しくヤマメを彦山川に放流するくるみ保育園の園児

↓「添田町林業インターンシップ・プログラム覚書」に署名する寺西町長㊨ら関係者

　５月29日、添田遊釣会（米木一雅会長）の
皆さんと、くるみ保育園の園児15人がヤマメ
の稚魚を彦山川に放流しました。今年は令和
４年の豪雨で被災した下落合地区の彦山川河
川敷復旧工事が完成し、２年ぶりに整備され
た河川敷で行われました。園児たちは彦山川
の上流、篠崎川魚店の養魚場で育てられた体
長７センチほどのヤマメの稚魚を一人ひとり
バケツに入れてもらい、川辺に整列して一斉
に放流します。この日園児たちが放流した稚
魚は、およそ800匹。「お魚かわいいね」、「お
魚逃がすの楽しいね」と話しながら楽しそう
に放流していました。

↑VR体験コーナーには子どもたちの行列が

↓問題に答えながら進んでいく防災すごろく
未来のために楽しく防災を学ぶ

　災害が発生したときに生き延びるための知
識を学ぶことを目的に「田川の未来に繋ぐ防
災フェスタ」が田川青年会議所の主催で６月
８日、オークホールで開催されました。会場
には、町が開設する避難所で使用するファミ
リールームの展示や災害をリアルに再現した
ＶＲ体験、災害の知識を深めるすごろくなど
多彩なコーナーを設置。また、消防・警察車
両や九州北部豪雨の際に使用された自衛隊車
両の乗車体験もあり多くの人が興味津々に見
学していました。さらに防災食の試食や販売
などもあり、子どもから大人まで楽しみなが
ら貴重な体験をする一日となりました。 ↑大好きな白バイ隊員の制服を着て、ハイポーズ

↓元総務大臣武田良太さんの防災講演もありました

11月には美味しいさつまいもに彩り鮮やかなアジサイを楽しむ

　６月19日、野
田地区の畑で添
田中学校２年生
50人がいも植え
体験を行いまし
た。この日は、
33.6℃を記録す
る真夏日となり
ましたが、生徒
たちは道の駅歓
遊舎ひこさんの理事や職員から植え方を教わると、水分
補給のタイミングなどグループで工夫しながら、用意さ
れた1,500本のさつまいもの苗を植えていました。

　６月21日と22
日の２日間、英
彦山花園でアジ
サイ摘み取り体
験会が開かれま
した。参加者は
青や紫など鮮や
かに咲き、見頃
を迎えた約2,000
株のアジサイを、
受け付けで配布される10リットルバケツから溢れそうな
ほど摘み取っていました。雨が多い梅雨時期ですが、そ
んな毎日にアジサイが潤いを与えてくれるでしょう。

↑調印後、添田町の林業振興を誓いあった（左から）㈱ＮＯＳＵＴＡヴィコ・ガラさん、(有)九州　
　バーク運輸林社長、ムハンマディヤマラン大学ガリト・ガトト・プラコサ林業学部長、寺西町長↑「ピカピカになったよ」と白い歯を輝かせていました

↑初めてのアジサイ摘みはお母さんと一緒に

　６月20日、そえだドームで添田町老人クラ
ブ連合会主催のスポーツ大会が開かれました。
大会には、約150人の皆さんがグラウンドゴ
ルフと輪投げの 2種目に分かれて競技。グラ
ウンドゴルフではホールインワンが続出し、
輪投げでも高得点が出るなど、どちらの競技
も熱い戦いが繰り広げられました。プレー中
は「いけ！」や「あー惜しい」といった声が
飛び交いチームの垣根を越えて互いに声をか
けあい、拍手を送りながら楽しそうにプレー
していました。結果はグランドゴルフ優勝庄
一Ａ、準優勝町一、３位伊原Ａ。輪投げは優
勝下津野、準優勝添田東、３位下落合でした。

暑さに負けず笑顔でプレー↓選手代表の大田原さんによる選手宣誓

↑ホールインワンを狙い気合いの入る第一打

↓皆さんに見守られて行われた寺西町長による始球式

↑得点の高いピンへ狙いを定めた一投

↑竹で穴をあけ、いもの苗を器用に植える生徒たち



◉
８
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

７
月
11
日
㈮
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係（
☎
82
―
４
０
０
０
）

【
短
歌　

投
稿
】

照
り
返
す
葉
む
ら
の
光
ま
ぶ
し
み
て

　
　
　
　
　

生
家
へ
続
く
道
を
登
り
ぬ　

独
活
山
強
実

娘こ

の
飼
い
し
猫
の
牡ぼ

た
ん丹

は
推
定
九
月

　
　
　
　
　

威
風
堂
々
子
猫
に
見
え
ず　

櫻
木
マ
サ
子

そ
の
先
の
未
来
信
じ
て
種
を
蒔
く　

　
　
　

い
つ
か
花
咲
く
時
が
来
る
か
ら　

佐
藤　
　

直

毎
年
毎
年
花
粉
症
杉
山
水
も

　
　

糧
も
な
し
す
ぎ
て
毒
と
な
り
し
に　

柳
瀬　

一
徳

豆
餅
で
夏な

ご
し越

の
祓

は
ら
え

し
み
じ
み
と

　
　
　
　

茅
の
輪
く
ぐ
り
て
冬
晦つ

ご
も
り日

へ　

西
村　

宗
雪

強
風
に
揺
り
落
さ
れ
し
梅
の
実
か

　
　
　
　
　

ち
ぎ
る
主
な
き
黄
金
の
様　

久
保
田
克
利

【
俳
句　

投
稿
】

ス
ロ
ー
プ
カ
ー
巡
る
霊
峰
七
変
化　
　
　

伊
勢
村　

稔

き
れ
い
だ
よ
サ
ツ
キ
の
花
が
盛
り
な
り　

寺
本　

芳
寛

部
屋
に
立
つ
く
ち
な
し
の
香
よ
雨
し
ず
か　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

伝
説
の
佐
々
木
小
次
郎
の
出
身
地　
　
　

原
田
祥
二
郎

名
勝
の
雪
舟
庭
な
ど
多
数
有
り　
　
　
　

原
田　

順
子

★
　▷８日／虹の会読み聞かせ（給食）　▷15日／しゃ
　ぼん玉遊び（給食）　▷22日／プール遊び開始（給
　食）　▷29日／プール遊び（給食）
★
　▷４日／七夕製作　▷11日／ヨガ講座　▷18日／
　親子健康教室・おっぱい相談　▷25日／
　虹の会読み聞かせ
★
　▷９日　▷23日／虹の会読み聞かせ
★ ▷24日
※詳しくは「おんぶにだっこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）
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８月生まれの
締め切りは、

７月11日㈮ です。
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HAPPY
BIRTHDAY

送信先

 koho@town.soeda.fukuoka.jp
 問 役場総務課広報・秘書係（☎82-4000）

未就学時のお子さんの
写真を募集します。

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を下記アドレスまで
送信してください。

問 教育委員会社会教育課（☎82-2559）

添 田町地域学校協働本部では、学習支
援事業として添田「英峰塾」を実施

しています。英峰塾は、福岡県立大学の学
生に講師を依頼し、中学３年生の希望者を
対象とする高校進学に向けた補習学習で、
平成21年度にスタートしました。６月７日、
17年目となる今年度の開講式には16人の中
学生と19人の大学生が参加。大学生にヒン
トをもらいながら熱心に学習する受講生の
姿がみられました。英峰塾は今後もオーク
ホールで毎週実施する予定で、国語・数学・
英語・理科・社会の５教科を学習します。
随時、中学３年生の受講生を募集していま
すので、皆さんの積極的な参加をお待ちし
ています。受講を希望する生徒は、教育委
員会社会教育課に問い合わせください。な
お、小学５・６年生と中学１・２年生の希
望者を対象
とした「英
峰日進塾」
は８月に開
講する予定
です。

～学力の向上を目指して～

↑英峰塾開校式の様子

♥HAPPYBIRTHDAY♥姫空～
♪保育園最後楽しんで和太鼓頑
張ってね (* ́ ` * )

福冨 姫
きあ

空ちゃん 
７月29日生❻・峰地

７
月
は

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す

　◉とき ７月29日㈫19時～（18時30分開場）
　◉ところ オークホール
　◉入場料 無料
　※手話通訳・託児あり

　

平
成
28
年
度
に
部
落
差
別
解
消
推
進
法
が
施
行
し
、
平
成
31
年
３
月
に
は
福
岡
県
で
、
９
月
に

は
添
田
町
で
も「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。町
で
は
人
権
・

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
意
識
の
高
揚
が
図
れ
る
よ
う
、
職
場
・
街
頭
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み

を
実
施
し「
人
権
が
尊
重
さ
れ
、安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
添
田
町
」の
実
現
に
向
け
て
、

差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
、
同
和
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
人
権
同
和
推
進
係
（
☎
82
―
５
８
０
０
）

▷街頭啓発・職場啓発　▷人権啓発のぼり旗・懸垂
幕の設置　▷防災無線・町公式ＬＩＮＥによる啓発
▷人権講演会の開催　など

す人

組

権 講 演 会 開催 し まを

な主 取り み月間 中 の 

◉とき ７月

人 権 講
◉演題 「差別されない権利」
　　　　～全国部落調査復刻版出版事件と
　　　　部落差別の現実～
◉講師 組坂幸喜さん
　 　　　（九州大谷短期大学人権論研究会主査）

～
一
人
ひ
と
り
の
一
歩
が
同
和
問
題
の
解
消
へ
～



　

窓
口
（
大
野
城
市
）

▼
相
談
方
法

来
所
面
談
、
メ
ー
ル

　
（info@

w
akam

ado.net

）、
電

　

話（
☎
092
―
710
―
０
５
４
４
）、
訪

　

問
相
談

※
来
所
面
談
は
事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。

▼
相
談
料　

無
料

問
福
岡
県
青
少
年
育
成
課

（
☎
092
―
643
―
３
３
８
８
）

　

筑
豊
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
サ
ポ
ス
テ
）
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
臨
床
心
理
士
な

ど
が
無
料
で
就
労
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
悩

み
に
合
わ
せ
て
対
応
、
働
く
た
め
の

　

相
続
や
会
社
設
立
、
借
金
、
悪
質

商
法
な
ど
の
問
題
、
成
年
後
見
な
ど

の
身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
、
司
法

書
士
が
会
場
に
設
置
し
た
ウ
ェ
ブ
シ

ス
テ
ム
を
介
し
て
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
19
日
㈯
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

　

ル
（
田
川
市
）

▼
予
約
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜

　

定
員
の
６
組
に
な
り
次
第
終
了

▼
予
約
電
話
番
号

44
―
２
５
３
０

　
（
平
日
10
時
〜
16
時
）

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
支
部

（
☎
45
―
３
９
９
６
）

　

相
続
登
記
や
遺
言
書
の
作
成
な
ど

の
ほ
か
、
不
動
産
の
名
義
変
更
、
成

年
後
見
制
度
な
ど
日
常
生
活
で
生
じ

る
法
律
問
題
に
司
法
書
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
２
日
㈯
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
方
法　

面
談
／
１
組
30
分

▼
予
約
受
付
期
間　

７
月
10
日
㈭
〜

31
日
㈭

▼
予
約
電
話
番
号　

092
―
722
―
４
１

　

健
康
に
関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
町
の
保
健
師
と
管
理
栄
養

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

７
月
９
日
㈬

10
時
〜
12
時
／
要
事

　

前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
人
材

　

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容　

健
診
結
果
や
気
に
な

　

る
症
状
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
関

　

す
る
こ
と
な
ど

問
役
場
健
康
子
育
て
応
援
課
健
康
・

子
ど
も
保
健
係（
☎
31
―
５
０
０
１
）

　

４
人
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
C
A
D

　

技
術
科
／
定
員
４
人
、
建
設
機
械

科
／
定
員
４
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

７
月
31
日
㈭

▼
入
所
選
考　

８
月
６
日
㈬
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

▼
選
考
会
場

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

飯
塚
（
飯
塚
市
）

▼
申
込
先　

住
所
を
管
轄
す
る
公
共

　

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

【
施
設
見
学
会
・
説
明
会
】

▼
と
き　

７
月
15
日
㈫
、
７
月
29
日

　

㈫
13
時
〜
約
２
時
間
／
予
約
不
要

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

任
用
係
（
☎
092
―
981
―
９
６
４
２
）

◉
第
２
回
一
般
曹
候
補
生

▼
試
験
日　

▽
筆
記
試
験
・
適
性
検

　

査
／
９
月
16
日
㈫
〜
21
日
㈰
の
う

　

ち
い
ず
れ
か
１
日

▼
受
付
期
限　

９
月
２
日
㈫

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
か
ら
32
歳
ま
で
の
人

◉
第
３
回
自
衛
官
候
補
生

▼
試
験
日

▽
筆
記
試
験
・
適
性
検

　

査
／
９
月
16
日
㈫
〜
21
日
㈰
の
う

　

ち
い
ず
れ
か
１
日　

▽
口
述
試
験
・

　

身
体
検
査
／
９
月
23
日
㈫
〜
26
日

　

㈮
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

▼
受
付
期
限　

９
月
２
日
㈫

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
か
ら
32
歳
ま
で
の
人

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

17　広報そえだ（令和７年７月号） 広報そえだ（令和７年７月号）　16

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
職
業
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

▽
通
常
訓
練
＝
９
月

　

２
日
㈫
〜
令
和
８
年
２
月
27
日
㈮

　

▽
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
＝

　

９
月
２
日
㈫
〜
令
和
８
年
３
月
30

日
㈪

▼
訓
練
科
名　

▽
通
常
訓
練
＝
も
の

　

づ
く
り
溶
接
科
／
定
員
15
人　

▽

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
＝
機

　

械
C
A
D
オ
ペ
レ

　

ー
シ
ョ
ン
科
／
定

　

員
３
人
、
ビ
ル
管

　

理
技
術
科
／
定
員

◉
裁
判
所
事
務
官
（
高
卒
者
区
分
）

▼
一
次
試
験
日　

９
月
14
日
㈰

▼
受
付
期
間　

７
月
１

　

日
㈫
10
時
〜
10
日
㈭

　
（
受
信
有
効
）

※
採
用
試
験
申
込
み

サ
イ
ト
（https://w

w
w
-

shiken.courts.go.jp/)

か
ら
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細

は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（https://w

w
w.

courts.go.jp/saiyo/
index.htm

l

）
で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
人
事
課

Informationくらしに役立つ情報満載

　

３
１
（
平
日
10
時
〜
16
時
）

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

　

県
内
在
住
の
脳
卒
中
や
心
臓
病
な

ど
の
循
環
器
病
患
者
や
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て
、

多
職
種
で
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

▼
相
談
内
容　

生
活
上
の
注
意
点
、

　

療
養
場
所
、
後
遺
症
、
仕
事
と
治

　

療
の
両
立
な
ど

▼
対
応
者　

医
師
、
看

　

護
師
、
薬
剤
師
な
ど

▼
相
談
方
法　

電
話
、
対
面
、
Ｗ
E

B
／
要
予
約

▼
相
談
時
間　

平
日
９
時
〜
16
時

▼
相
談
窓
口　

独
立
行
政
法
人
国
立

　

病
院
機
構
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
内

　
（
福
岡
市
）　

問
福
岡
県
循
環
器
病
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
092
―
836
―
５
０
０
３
）

　

福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓
口
（
若

ま
ど
）
で
は
、
次
の
進
路
が
定
ま
っ

て
い
な
い
若
者
や
保
護
者
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
情
報
提
供
や
支
援
機
関

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
状
況
に

応
じ
て
家
庭
な
ど
へ
の
訪
問
相
談
も

行
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く

　

毎
週
月
曜
日
〜
土
曜
日
10
時
〜
19

時
（
受
付
は
18
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
若
者
自
立
相
談

試
験
・
募
集

自
衛
官
等
採
用
試
験

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
相
談
会

公
共
職
業
訓
練
生（
９
月
生
）を

募
集
し
ま
す

準
備
か
ら
応
募
、
就

職
定
着
ま
で
全
面
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ど

ん
な
悩
み
で
も
ま
ず

は
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く

　

毎
週
月
曜
日
〜
土
曜
日
10
時
〜
12

時
、
13
時
〜
17
時　

▼
と
こ
ろ　

あ
い
タ
ウ
ン
３
階
（
飯

　

塚
市
）

▼
対
象
年
齢

15
歳
〜
49
歳

▼
相
談
料　

無
料

【
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
】

▼
と
き　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日

10
時
〜
17
時
／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川

問
筑
豊
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
☎
０
９
４
８
―
21
―
６
８
３
０
）

裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験

電話相談窓口を
ご利用ください

医療機関の受診に迷ったときは

　福岡県では、県民の皆さんが急な病
気やケガで医療機関の受診に迷ったと
きに相談できる、電話相談窓口を開設
しています。
◉小児救急医療電話相談
　「今夜は様子をみよう
かな」「やっぱり心配だ
な、すぐに診てもらっ
た方がいいのかなあ」
など、お子さんの病気
やケガで医療機関の受
診に迷ったときに利用してください。
看護師や場合によって小児科医がアド
バイスを行います
▶短縮ダイヤル　＃8000
▶専用電話　☎092-731-4119
▶受付時間　▷平日／19時～翌朝７時
　▷土曜日／12時～翌朝７時　▷日曜

　日・祝日／７時～翌朝７時
◉救急医療電話相談
　在宅療養中の高齢者など、急な病気
やケガで医療機関の受診に迷ったとき
に利用してください。看護師が医療機
関受診の緊急度などについてアドバイ
スを行います
▶短縮ダイヤル　＃7119
▶専用電話　☎092-471-0099
▶受付時間 24時間受付・年中無休
※服薬の相談やこころの病気に関する
相談へのアドバイスは行っていません。
　　　　　　　※「突然の激しい頭痛」
　　　　　　　「急な息切れ」「呼吸困難」
　　　　　　　など緊急度が高いと思
　　　　　　　うときは、迷わず119
　　　　　　　番通報してください。
◉ふくおか医療情報ネット
　県内の医療機関から報告された施設
やサービスに関する情報が掲載されて
おり、診療時間や診療科目、市町村な
ど様々な条件から医療機関
を検索することができます。
休日・夜間の急患診療、当
番医も掲載されています
問 役場健康子育て応援課健康・子ども
　 保健係（☎31-5001）

特定健診（個別健診）を
受けましょう

若い人ほどメタボに注意！

　　　　　　　町の国民健康保険に加入
　　　　　　している40～74歳の皆さん
　　　　　　を対象に、高血圧症・糖尿病・
　　　　　　脂質異常症などの生活習慣
　　　　　　病の予防や早期発見・早期
治療を目的に特定健診を実施しています。
対象者には７月上旬に受診票を送付しま
す。１年に１度、特定健診を受診して自
分自身の健康状態を知り、いつまでも健
康な生活を送りましょう。

▶対象者　添田町の国民健康保険に加入
　している40～74歳で、集団健診を受診
　していない人
▶自己負担金　500円
▶検査内容　▷問診　▷身体測定（身長・
　体重・腹囲）　▷診察　▷血圧
　測定　▷尿検査（糖・蛋白・
　潜血・塩分濃度）　▷血液検
　査（血糖・脂質・肝機能・腎
　機能など）
※医師の判断で、心電図検査や眼底検査、
貧血検査を行う場合があります。
▶受診方法　受診票に記載
　のある医療機関に予約し
　て受診
▶持参品　▷受診票　▷マ
　イナンバーカードまたは
　被保険者証（資格確認書）
▶受診期限　令和８年３月31日㈫
▶受診特典　道の駅歓遊舎ひこさんで使
　える500円分のお買い物券
※国民健康保険税に滞納がない世帯の人
に郵送でプレゼントします。
問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）

あ
な
た
と
歩
む
、
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

相
談

次
の
一
歩
を
応
援
し
ま
す

福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓
口

循
環
器
病
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

無
料
相
談
受
付
中

↑実施医療機関は
　こちらからも確
　認できます

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

談

　　　　　 　
　　　　　
　　 　 　
　 　 　
　　　　　　

受
　　　 　
　　 　　　
　　　　　 を
　 　　　 脂
　 　　　　 病

（
圧

㈬事材結
果

気

な

症

仕
事
と
治

看ど
対
面
、
Ｗ

就
労
へ
の
悩
み
や
不
安
は

サ
ポ
ス
テ
に
相
談
く
だ
さ
い

末
年
始

除

１㈭

w
w
w
-



　初夏から秋にかけては、
台風や前線の影響で大雨・
洪水・暴風などによる自
然災害が発生しやすい季
節です。いざというとき、
すぐに命を守るための避難行動ができる
よう日頃から心がけましょう。
◉災害に備えて…
▷非常持出品をチェック・準備する
▷テレビやインターネットの気象情報に
　注意する
▷ハザードマップで自宅周
　辺の危険箇所や避難場所・
　避難経路を確認する
問 役場防災管財課防災安全係
　 （☎82-4002）

油
須
原
線
を
走
り
ま
す
。
ト
ロ
ッ
コ

に
乗
っ
て
探
検
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

７
月
13
日
㈰
、
８
月
３
日

　

㈰
、
９
月
14
日
㈰
、
10
月
12
日
㈰
、

11
月
９
日
㈰　

10
時
〜
16
時
（
受

　

付
は
15
時
30
分
ま
で
）

※
約
30
分
間
隔
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

平
成
筑
豊
鉄
道
赤
駅
前

▼
料
金　

お
と
な
600
円
、
小
学
生
以

　

下
300
円

問
赤
村
役
場
（
☎
62
―
３
０
０
０
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し

▽
故
白
石
ノ
リ
ヱ（
野

　

田
）　

▽
故
本
田
毅
（
町
三
）　

▽

故
永
井
日
出
男
（
庄
中
）　

　
　
　
（
令
和
７
年
６
月
16
日
現
在
）

　

走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
７
月
31
日
ま
で
「
車

内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
走
行
中
に
席
を
離

れ
る
と
、
転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
降
り
る
時

は
バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開

い
て
か
ら
席
を
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
速
バ
ス
や
貸
し
切
り
バ
ス

の
後
部
座
席
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
の
た
め
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

真
っ
赤
な
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
幻
の

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
７月15日㈫、８月５日㈫
●補聴器相談（役場ロビー）
　７月11日㈮（15時～）、７月15日㈫（13時～）
●無料法律相談会
（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　７月８日㈫、８月12日㈫
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　７月８日㈫（10時～）、７月24日㈭（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●人　口　8,213 人（ー９人）
●男　性　3,892 人（ー６人）
●女　性　4,321 人（ー３人）
●世帯数　4,356世帯（ー１世帯）

人の動き ５月末日現在（　）は前月比

●出生　４ 人
●死亡 15 人
●転入 16 人
●転出 14 人

警察署からのお知らせ
●少年の非行・犯罪被害を防止しましょう
　夏休みになるこの時期は、子どもの生活が不規
則になりやすく、深夜の外出や飲酒・喫煙などを
きっかけに非行に走ったり、犯罪に巻き込まれた
りする危険性が高まります。非行や犯罪被害を防
ぐために家庭で次のことに十分注意しましょう。
　▷夏休み中の生活にきちんとルールを決める　
　▷SNSやオンラインゲームを通じた犯罪被害が
　増加していることからインターネットの危険性
　を正しく教える　▷発達段階に合わせたフィル
　タリングなどの安全設定を活用する
●夏期における水難事故を防止しましょう
　福岡県での水難事故は、大半が海や河川でのレ
ジャー中のもので夏期に集中して発生しています。
水難事故を防ぐため、次のことに注意しましょう。
　▷気象情報を確認する　▷健康管理に気をつけ
　る　▷遊泳時の安全を確保する　▷保護者が付
　き添う　▷ライフジャケットを活用する

問 田川警察署（☎42-0110）

４月の事故発生状況 （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 10（±０） 61
　人身事故 １（ー２） ６
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 １（ー４） ８

納期限のお知らせ
●７月31日㈭が納期限です
　▷固定資産税（２期）
　▷国民健康保険税（１期）
　▷後期高齢者医療保険料（１期）
　※口座振替は７月25日㈮です。
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

19　広報そえだ（令和７年７月号） 広報そえだ（令和７年７月号）　18

くらしに役立つ情報満載Information

　

㈫
13
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

そ
え
だ
ジ
ョ
イ

▼
内
容　

脳
の
健
康
教
室
〜
脳
を
若

　

々
し
く
保
つ
に
は
〜

▼
講
師　

学
習
療
法
セ
ン
タ
ー
エ
リ

　

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

杉
江
哲
さ
ん

◉
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

も
の
忘
れ
が
心
配
な
人
、
認
知
症

と
診
断
さ
れ
た
人
や
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
の
交
流
会
で
す
。

▼
と
き　

７
月
15
日
㈫
13
時
30
分
〜

15
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
集
会
室

※
認
知
症
に
関
す
る
こ
と
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
添
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
41
―
３
８
８
８
）

さ
ん

（
☎
090
―
１
８
７
５
―
３
１
１
１
）

▼
と
き　

７
月
19
日
㈯
13
時
30
分
〜

15
時
（
12
時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春

　

日
市
）

▼
演
題　

差
別
の
現
実
に
深
く
学
ぶ

　

〜
世
代
と
地
域
を
超
え
て
〜

▼
講
師　

西
日
本
新
聞
社
論
説
委
員

　

前
田
隆
夫
さ
ん　

▼
入
場
料

無
料
／
申
込
不
要

※
要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
が
あ
り
ま

す
。

問
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
092
―
584
―
１
２
７
１
）

▼
と
き

7
月
26
日
㈯
14
時
〜

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館

▼
演
題　

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
た
と

　

き
〜
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
て
健
や

　

か
に
過
ご
す
た
め
に
〜

▼
講
師　

福
岡
県
立
大
学　

上
野
行

　

良
さ
ん

▼
対
象
者　

障
が
い
の
あ
る
人
お
よ

　

び
そ
の
家
族
、
関
係
機
関
の
職
員

　

な
ど

▼
参
加
費　

無
料

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
「
人
に
優
し
い
町
・
田
川
を
つ
く
る

会
」事
務
局
（
☎
42
―
９
３
０
７
）

◉
あ
る
老
人
の
趣
味
の
書
作
品
展

　

添
田
町
在
住
の

書
人
「
福
島
文
康

さ
ん
」
の
作
品
を

中
島
家
住
宅
の
居

間
に
展
示
し
ま
す
。

入
館
料
は
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
９

　

日
㈬
〜
20
日
㈰
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

国
指
定
重
要
文
化
財
中

　

島
家
住
宅

※
月
曜
日
と
火
曜
日
は
休
館
で
す
。

問
添
田
町
活
性
化
推
進
協
議
会
廣
田

◉
あ
っ
た
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

　

あ
っ
た
カ
フ
ェ
は
、
高
齢
者
や
そ

の
家
族
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
集
い
の
場
で
す
。

奇
数
月
の
火
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
に
関

す
る
情
報
や
認

知
症
予
防
の
話

な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
８
日

クーリングシェルターを
開設しています

10月22日まで開設中

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　町では熱中症による健康被害防止のため、
熱中症特別警戒アラートが発表されたときに
町民の皆さんが利用できる暑さをしのぐ場所
として下記の施設を「クーリングシェルター」
に指定し、10月22日㈬まで開設しています。
危険な暑さを感じるときなどは不要不急の外
出は控え、涼しい室内で過ごしてください。
外出するときは水分補給をしながら、クーリ
ングシェルターなどを活用し、熱中症予防に
努めましょう。
◉町のクーリングシェルター

施設名 開放日 時間帯 受入可
能人数

役場ロビー 月～金曜日
※祝日は閉庁

  8：30
　  ～17：15 25人

オークホール
ロビー

火～日曜日
※祝日の翌日は
休館

  9：00
　  ～17：15 20人

そえだジョイ
視聴覚室

月～金曜日
 ※第２・第４
月曜日は休館

  10：00
　  ～17：00 10人

歓遊舎ひこさ
んロビー

月～金曜日
※祝日は利用不可

  10：00
 　 ～16：00 ５人

包括支援セン
ター集会室

月～金曜日
※祝日は閉庁

（月・木） 
  12：00
　  ～17：15
（火・水・金）
  8：30
　  ～17：15

20人

町立図書館
火～日曜日
※祝日の翌日は
休館

（火～金）
10：00
　  ～18：00
（土日祝日）
10：00
　  ～17：00

20人

スロープカー
花駅駅舎内

月～金曜日
※祝日は利用不可

  10：00
　  ～16：00 ５人

◉利用するときの注意事項
　▷飲料は各自で持参ください。
　　なお、食事はできません
　▷利用場所の温度調節はでき
　　ません
※町ホームページに
も掲載しています。
問 役場福祉環境課 
　 環境保全係（☎82-1232）

人
に
優
し
い
町
・
田
川
を
つ
く

る
会
「
地
域
交
流
講
演
会
」

お
知
ら
せ

あ
っ
た
カ
フ
ェ
と
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す

バ
ス
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
６
月
10
日
㈫
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
２
件
／
面
積
１
４
７
９
㎡
を
許
可

※
８
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の
締
め

切
り
は
、
７
月
25
日
㈮
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

農業委員会報告 福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

講
演
会

↑ハザードマップ

災害が発生しやすい季節になりました

日頃の備えが大切です

↑この旗が目印
　です

11月29日㈯・30日㈰

問 役場商工観光振興課商工観光振興係（☎82-1236）

◆ところ　オークホール駐車場
※会場が昨年と異なります。時間やイベント
概要は、決まり次第お知らせします。

◆とき

国
指
定
重
要
文
化
財

中
島
家
住
宅
イ
ベ
ン
ト
情
報

、
・

、
難行動ができる

日

パ
ノ
ラ
マ
田
川

赤
村
ト
ロ
ッ
コ
定
期
運
行

0

が目印



◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

令
和
７
年
７
月
号

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

　

今
年
は
、
梅
雨
入
り
早
々

か
ら
大
雨
で
、
梅
雨
の
終
わ
り

と
言
わ
れ
る
今
月
下
旬
ま
で
心

配
で
す
。
皆
さ
ん
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
等
確
認
す
る
な
ど
、
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
▼
今
月
は
、「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
お
願
い
で

す
。
▼
人
口
減
少
は
進
み
、
猛
暑
や
物
価
高
騰
な
ど

厳
し
い
生
活
環
境
で
す
が
、
移
住
者
や
地
域
の
人
々

が
、
む
し
ろ
わ
い
わ
い
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
し
て
い
る
状
況

を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
事
を
、

今
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。
▼
あ

る
方
か
ら
「
過
疎
」「
過
疎
」
と
マ
イ
ナ
ス
（
?
）
の

イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
発
信
し
て
何
が
活
性
化
だ
と
、
お

叱
り
を
受
け
ま
し
た
。し
か
し
、現
実
を
見
て
下
さ
い
。

好
き
好
ん
で
「
過
疎
」
を
発
信
し
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
添
田
町
「
過
疎
」
な
ん
で
す
。「
消
滅

自
治
体
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
▼
し
か
し
ど
っ
こ

い
添
田
町
は
、
消
滅
し
ま
せ
ん
。
元
気
で
賑
わ
っ
て

い
る
事
を
皆
さ
ん
で
示
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
の
意
気
込
み
が「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」で
す
。

勿
論
、
意
気
込
み
だ
け
で
は
課
題
解
決
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
め
ば
進
ん
で
い
き
ま
す
。
▼
「
過
疎
」
と
は
「
町

や
村
の
人
が
都
会
へ
行
っ
た
り
し
て
、
土
地
の
人
口

が
異
常
に
少
な
い
こ
と
」
と
、
国
語
辞
典
で
は
明
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
都
会
へ
行
っ
た
り
し
て
い
る
人

が
戻
っ
て
く
る
。
そ
の
様
な
町
に
す
る
方
策
の
一
つ

と
し
て
、
令
和
7
年
度
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
活

動
助
成
金
」
を
予
算
措
置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
主

役
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
方
策
の
一
つ
と
し
て
考
え

た
も
の
で
す
。
み
ん
な
の
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
子

ど
も
達
に
昔
遊
び
を
教
え
よ
う
と
い
う
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
が
あ
り
順
次
助
成

し
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
事
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
や
大
人
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
▼
町
の
課
題
の
解
決
、
活
性
化

の
た
め
や
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
皆
さ
ん
が
考
え
手

を
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
▼
皆
さ
ん
も
一
緒

に
町
の
活
性
化
、
町
の
あ
ち
こ
ち
で
小
さ
な
グ
ル
ー

プ
か
ら
で
も
始
め
て
、
徐
々
に
大
き
な
活
性
化
の
輪

に
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
是
非
取
り
組
ん
で
下
さ
い

（
詳
細
は
「
ま
ち
づ
く
り
課
」
へ
相
談
・
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
）。
添
田
町
に
行
く
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

に
ぎ
や
か
だ
よ
、
こ
ん
な
事
を
や
っ
て
る
よ
、
来
て

み
て
は
と
情
報
発
信
し
て
下
さ
い
。
人
口
減
少
の
中
、

と
に
か
く
添
田
町
で
楽
し
く
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て

活
性
化
し
て
い
く
事
が
目
的
で
す
。
▼
町
と
し
て
も
、

全
体
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
え
だ
花

火
大
会
、
昨
年
は
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
25
周
年

記
念
と
同
時
開
催
で
、
会
場
を
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ

さ
ん
に
移
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
従
来
ど
お
り
オ
ー

ク
ホ
ー
ル
近
く
の「
そ
え
だ
サ
ン・ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
」

周
辺
で
、
８
月
９
日
（
土
）
に
行
う
事
と
し
ま
し
た
。

▼
猛
暑
、
熱
中
症
そ
し
て
豪
雨
等
心
配
さ
れ
ま
す

が
、
皆
さ
ん
自
身
の
熱
中
症
対
策
を
含
め
大
雨
が
降

ら
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
、
こ
の
日
限
り
で
行
い
ま
す
。

B
R
T
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン
開
業
2
周
年
で
も
あ
り
、

J
R
日
田
彦
山
線
の
最
寄
り
駅
西
添
田
駅
か
ら
田
川

後
藤
寺
方
面
の
列
車
は
臨
時
便
も
出
し
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
町
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
添
田
町
、
自
然
豊
か
で
人
情
も
厚
く
、
健
康
で

住
み
た
く
な
る
ま
ち
、住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
作
っ

て
い
ま
す
。
福
岡
県
内
の
隅
々
ま
で
元
気
に
、「
添
田

町
に
来
て
見
て
、
触
れ
て
、
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?
」

と
知
人
友
人
に
声
掛
け
発
信
を
し
て
下
さ
い
。

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。

かと配

◉と　き　

オープニング … 19時
花火打上 … 20時～

◉ところ

※荒天中止

※当日は交通規制にご協力ください。※当日は交通規制にご協力ください。

交通規制箇所などは「SOEDA-NAVI」を
確認してください。

問 役場商工観光振興課商工観光振興係 （☎82-1236）

　8月 9日、夜空を彩る3,000発の花火が今年も帰っ
てきます。フィナーレは音楽と花火のコラボレーショ
ンも。家族や友人など、みんなで楽しめるスペシャル
なイベントにぜひお越しください。

オ プ ンググ 19時時
※※※　　　 土

↑SOEDA-NAVIは
  こちらから
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